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く実践・ 事例報告＞

新人司書教諭としての2年間

一生徒が集う空間を目指して一

柳井孝太

本稿は2019年 12月 14日 「明治大学図書館情報学研究会シンポジウム」において，「学

校図書館の 1日」として行った報告をもとに再構成したものである。他の報告者から指摘

や，質疑応答を踏まえて修正を加えた部分もある。同志社香里中学校 ・高等学校の学校固

書館における業務内容や取り組み，今後の展望などについてまとめた。まだ，経験が浅く

不十分な点も多々あるが，学校司書や司書教諭を目指す方の参考になれば幸いである。

はじめに

私は 2017年度に明冶大学大学院教養デザイン研

究科を修了し， 2018年度から同志社香里中学校・高

等学校で嘱託講師として働き始めた。2019年度から

は，専任教諭として勤務を続けている。この2年間

は，学校図書館という未知の職場で悪戦苦闘する

日々であった。

同志社香里中学佼 ・高等学校は，大阪府寝屋川市

に位置し，生徒数は中学生 758名，高校生 911名

(2019年 5月 1日現在）である。生徒の通学範囲

は広く，大阪 ・京都 ・兵庫 ・奈良 ・磁賀など広範囲

にわたる。過去には和歌山から通学する生徒もいた

という。 同志社としての歴史は 1951年からである

が，それ以前の歴史も長く， 1940年の大阪偕行社付

属中学校に遡る。その後第二山水中学校，香里中

学校・高等学校に名前を変え，1951年に学校法人同

志社と合併して現在に至る。 他の学校が京都にある

中，唯一大阪に拠点を持つ学校である。 自由主義 ・

国際主義 ・キリスト教主義を掲げ，学内は自由闊達

な雰囲気である。制服がなく，生徒は私服で通学し

ている。部活動も盛んで，運動部，文化部とも多彩

である。

岐阜県の公立中高で過ごした私にとって，大阪と

2020年2月6日受理

やない こうた 同志社香里中学校 ・高等学校

いう「都会」の「私立」の「キリス ト教」の学校と

いうのは，非常に新鮮なものである。現在の固書館

は 1985年に竣工したもので， 当時からオフコンと

BDS（ブックディテクションシステム）を備えた最

新鋭のものであった。35年が経過した現在において

も，標準以上のレベルを維持している。

同志社香里中学校 ・高等学校は卒業生からの寄付

を元に，2020年度にメディアセンターの建設を目指

している。

医 1メディアセンター完成予想図

これは現在の図書館と情報通信技術 (ICT)を

活用するスペースを一体化させた施設となる予定で

ある。アクティブラーニングや探究学習の実施を前

提とした空間づくりが進んでいる。メディアセンタ

ーは生徒が行き交う中庭に位置し，各校舎と連結さ



れる。生徒の動線の中心に図苫館が位置することに

なり，まさに理想的な環境が実現しようとしている。

現在の図書館で働くことができるのも，残り 1年あ

まりとなった。その集大成としての様々な企画と，

メディアセンターに向けた移行作業が始まりつつあ

る。本稿では，司書教諭としての業務内容や，取り

組んでいる企画，今後の展望などについて考察して

いきたい。

1.「専任司書教諭」の仕事

1.1学校内での立ち位置
諏では，司苫や学校司吉としてではなく，「専任

司書教諭」として採用を行っている。授業は行わず，

担任も持たない。また，部活動の指導も行わない。

図書館の管理・運営を中心に行っている。時折，利

用指導という形で，授業の冒頭でガイダンスを行っ

たり，調べ学習のサポートを行ったりする。｛杞感と

しては，司書8割，教諭2割といったところだろう

か。

上司の司書教諭は，当初，職員（司書）として採

用された。しかし，職員では，生徒指導を行いづら

いという問題があった。生徒も相手が教員ではない

と，素直に指示に従わないことも多々あったという。

2005年に全クラスが男女共学となったが，男子校時

代には腕白な生徒も多かったそうだ。また，教員の

授業を支援するという観点からも，同じ教員として

の立場のほうが，サポートしやすいということもあ

ったようである。上記のような事情もあり，途中で

司書教諭へと身分変更が行われたという。そうした

経緯もあり，私自身は当初から，司書教諭として採

用された。

授業や担任，部活動を持たないため，同じ立場で

あるはずの教員とはやや距離があると感じている。

また，教員であることから職員とも違った立場であ

り，孤独なポジションである。養護教諭と非常に似

た立場であるともいえる。

1.2職場環境と業務内容
現在の職場は，専任教諭 2名 (50代女性 1名・

20代男性1名），アルバイト職員1名の3名で構成

されている。アルバイト職員は8時30分～14時ま

での短時間勤務である。図書館の役割は，校務分掌

で「図書・情報部」として定められており，以下の

通りである。
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(1) 購入図書に関すること。

(2) 生徒図書委員の指導・助言。

(3) 図苦館利用指導。

(4) 読苫指導。

(5) 蔵苫管理に関すること。

(6) 閲覧，貸出，複写サービス。

(7) 調査，統計，広報活動。

(8) 情報教室・サーバの管理・運営。

(9) 情報機器の管理。

(10)学内利用者への講習会。

情報に関する仕事 (8),..._,(10)は，情報準備室

にいる業務委託のスタッフが担当しており，司書教

諭が直接担当することはない。その他の校務分掌と

しては，総務部，教務部，生活指導部，宗教部，生

徒部，入試がある。他にも図書・情報部の部員は数

名おり，重要事項の決定などは医書・情報部の承認

を得ることとなっているが，実務は司書教諭2名に

一任されている。

通常の教員は，授業・担任・部活動・校務分掌で

様々な仕事をしなければならない。その反面，司書

教諭は全てが図書館関連の仕事であり，集中して業

務に取り組むことができ，個人的には非常に働きや

すい環境である。その反面，学校全体から孤立しや

すく，情報収集が重要となる。

年間予算は，基本図書費300万円，消耗図書費160

万円， prA図書費20万円となっている。予算額は

非常に充実しており，使いきれないことも多い。本

の装備を全て自前で行っており，時間や人員的な制

約が課題である。

1日の仕事内容は，通常の図書館と変わらない。

ただし，教員として朝の時間帯に通学路で登校指導

を行ったり，礼拝で奨励を行ったりする。昼休みや

放課後はもちろん，授業間の 10分休みも開館して

いる。授業中も，保健室登校の生徒が来館すること

も多く，カウンセラーの先生も一緒に来ることもあ

る。期せずして，図書館が「第二の保例~として

の役割を果たしている。司書がカウンセラー的な役

割を果たすことを否定する学校が記事となったが1八

諏では，司叩饂であることから，生徒からの相

談，雑談，世間話も重要な業務の一環として扱って

vヽる。

1.3マニュアルのない職場
図書館で働き始めて驚いたのが，マニュアルの類
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がほとんど整備されていないことであった。長らく

派遣職員やアルバイト職員などが短期間で入れ替わ

る状態が続いてきた。その結果，全ての指示を専任

教員が行わなければならず，マニュアルの整備どこ

ろではなかったそうである。だが，マニュアルが整

備されていないことで多くの弊害が生じていた。本

の装備ひとつをとっても，人によって方法が違って

いたり，綺麗に装備するテクニックや技術が共有さ

れていないなどの問題が生じていた。

また，事務的な業務にしても口伝での伝達であっ

たため，担当者が交代する際に一から十まで説明し

なければならなかった。

そうした状態を打破するため，専任教諭2名にな

ったことを契機にマニュアル作成を始めた。聞き取

った内容を文字に起こし，作業の流れをフローチャ

ートで整理した。時間と手間のかかる作業であった

が，成果も大きかった。長年続けていた作業であっ

ても，改めてマニュアルにしてみると短縮可能な部

分が存在したり，無駄な部分が多々見つかった。マ

ニュアルが存在することでこそ，臨機応変な対応が

可能となるのである。今後，アルバイト職員を増員

したときにも，有効であるだろう。

業務の属人化を防ぎ，マニュアルを整備すること

は，図書館にとって非常に重要であると感じる。少

人数の職場であるからこそ，全員が全員の業務を担

当できるようにならなければならない。ナイチンゲ

ールは著書の中で以下のように述べている。

責任をもつ人たちは，彼らが「いなくなると

皆が困る」だろうとか，彼らの配備，システム，

帳簿，会計その他が自分たちをおいて他にわか

る人，あるいは実施する人がいないと考えて自

慢に思うらしい場合がよくある。私が思うに，

備品や戸棚，帳簿，会計その他を管理するにあ

たって，誰もがそれを理解して継続できるよう

な方式を進めることこそ，自慢にできる一自分

が不在のときや病気のときは，あらゆることを

他の人たちに引き渡して，すべてがいつものよ

うに進められ，誰かがいなくて困るということ

が決してないようにすることである究

1859年に出版された本ではあるが，現在でも全く

同様である。まだマニュアル化できていない部分も

多々あるが，今後もマニュアルの整備を続けていき

たし‘。

2.生徒をひきつける図書館を目指して

2.1図書館の置かれている現状
諏では図書館の利用は非常に低調である。貸出

冊数も少なく，入館者数も少ない。その要因として

は，大きく 2つ挙げられる。一つ目は，部活動が非

常に盛んだということである。生徒の95％以上が同

志社大学や同志社女子大学に推薦で進学ができる恵

まれた環境で，伸び伸びと部活動が行われている。

ダンス部やマンドリン部などは全国大会でも優秀な

成績を収めている。各種施設も充実しており，部活

動に打ち込むには最適な環境である。その反面，本

は好きだが，図書館に来る余裕がないという生徒も

多い。普段は全く来館しないが，長期休暇の前にだ

け来館する生徒がおり，話を聞いてみた。すると，‘‘普

段は部活が忙しく，中々来館する余裕もないし，借

りても読めない’'とのことであった。

二つ目は，図書館が授業に組み込まれていないと

いうことである。授業における図書館利用は，非常

に散発的であり，体系的な指導は全く出来ていない。

唯一，中学2年生が北海道への修学旅行前に行う事

前学習が全員に指導できる機会である。その他は，

図書館に関心のある教員が個別に活用している状態

である。図書館好きの先生のクラスにならなければ，

図書館利用は中2のみという生徒も多い。また，高

校から入学してくる生徒に至っては，全く利用指導

する機会がない。

2.2図書館が授業で活用されるために
こうした現状を踏まえ，図書館を授業で活用して

もらうために，「今年の漢字」と「英語多読」という

2つの取り組みを始めた。

2.2.1「今年の漠字」
「今年の漢字」 3は， 日本漢字能力検定協会が毎

年実施しているイベントである。図書館内に応募用

紙応募箱，ポスターを設置した。また，国語科の

教員に取り組みへの協力を依頼し，授業での実施に

至った。授業と図書館での応募を合わせて， 388人

が参加してくれた。

図書館内では，応募箱の横に漢和辞典を複数種類

配置した。また，過去に選出された今年の漢字の一

覧をファイリングして展示しに同じ「金」という

文字でも金環日食の金，オリンピックの金，汚職事

件の金，など多様な選出理由に気付き盛り上がる生
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徒もいた。漢和辞典以外の本との連携ができなかっ

たこともあり，来年度以降の課題である。

2.2.2英語多読

近年，多くの図書館で英語多読用のリーダーを

揃えるようになってきている。本図書館でも，英

語科の協力を仰ぎつつ，資料の充実に努めている。

多読用リーダーの蔵書数は1,000冊に届こうとし

ている。多読の定義は以下の通りである。

多読 (extensivereading)とは，読んで字の

ごとく多く読むことです，英語での多読は，

辞書を使わずに比較的やさしい本を読み，細

かいことは気にせずに全体の内容を把握し

ながら，ドンドン読み進んでいくことを言い

ます化

上記のように，英語多読は非常にシンプルで効果

的な反面多様なレベルの本を数多く揃えることが

求められる。これを個人で行うことは非常に難しく，

図書館が活躍する場面といえるだろう。多読用のリ

ーダーは，多くの出版社から何種類ものシリーズが

出版されており，それぞれに特徴がある。それぞれ

のレベルや特徴を把握して，整理することが重要と

なる。

以前から多読用のリーダーはあったものの，体系

的な整理がなされていない状態であった。そこで，

生徒が分かりやすく利用できるように，本に英検の

レベル，文字数を記載したシールを貼付した。出版

社によっては，英検何級相当かを明記していないこ

ともあり，英語科教員に協力してもらい，何級に相

当するかを考えてもらった。“出版社は5級相当と書

いているが，これは4級だろう’'と変更したこともあ

る。また，掲示物も作成して，生徒が手に取りやす

いように工夫している。多種多様な多読用リーダー

を把握するうえでは，丸善雄松堂株式会社のナレッ

ジワーカーというサイトが便利である叱

こうした取り組みもあり，英語の授業を図書館

内で行い，その際に多読用リーダーを活用するケ

ースも増加しつつある。英語科の教員から，生徒

に人気のあるシリーズについて質問を受けたり，

“これぐらいのレベルの本を増やしてほしい”とい

うリクエストを頂戴することも増えた。英語科の

連携は始まったばかりであり，今後更なる深化が

必要である。
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図 2多読用リーダーの掲示

2.3生徒を引き付ける特集コーナー

授業での活用と同時に，生徒に対しても様々なア

ピールを行っている。その一つが特集コーナーの設

置である。期間限定のコーナーもあれば，半ば恒久

的に別置を始めたものもある。6つの実例を紹介し

たい。

•平成ベストセラー

トーハンのデータを参考に平成元年 (1989年）カ

ら平成30年(2018年）のベストセラーを集めた6)。

本を通じて，平成という時代を振り返ってもらおう

というコンセプトである。総合ランキングで 20位

までの本で，固書館が所蔵する本を展示した。現在

でも色褪せず，購入すべき価値があると判断した本

も多数購入した。また，生徒が読む可能性の高い本

で，汚損が激しいものは，文庫版や改訂版などを購

入した。本の表紙に「平成0年0位」というシール

を貼付することで，生徒の注目を集めた。今後は，

1年ごとの展示を計画しており，間もなく初の「令

和ベストセラー」も開催予定である。

・映像化コーナー

直近数か月の間に放送された映画・ドラマ ・アニ
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メの原作本や，映像化作品のノベライズ本が展示さ

れている。生徒の人気は非常に高く，貸出も多い。

予約が入るのもほぼ全てこのコーナーの本である。

貸し出された後でも，何の本が展示されていたかわ

かるように，書影と映画の告知とを並べて掲示して

いる。

図 3 映像化コーナー 展示の様子

・学習マンガコーナー

従来から，漫画本が全くなかったわけではないが，

一般の書架に分類されて散らばっている状態であっ

た。まず，分散していた漫画本をーカ所に集めコー

ナーを設置した。生徒の反応を見ながら，新しいマ

ンガも増やしており，『サ トコとナダ』，『はじめアル

ゴリズム』，『健康で文化的な最低限度の生活』など

が追加された。選書においては，「これも学習マンガ

だ ！」7)を参考にしている。

私自身は，学習マンガは生徒にとって非常に有益

であると考えている。題材，内容とも非常にレベル

の高い作品も数多く出版されている。本への橋渡し

としての役割はもちろん，マンガだけでも是非，生

徒に手に取ってもらいたいと考えている。しかしな

がら，全ての教員がマンガの購入に賛成しているわ

けではない。また，明確な選書基準の策定も済んで

おらず，今後慎重に検討が必要である。

・科学道100冊

科学道100冊は，理化学研究所と編集工学研究所

が実施する本を通じて科学のおもしろさ素晴らしさ

を伝える試みである。

本校の司書教諭は2名とも，社会科と地歴公民の

免許である。 TRCが刊行する『運刊新刊全点案内』

を中心に，偏りのない選書を心掛けてはいるが，理

数系の分野がどうしても手薄になる現状があった。

こうしたコーナーの設置は，蔵書のバランスを取る

うえでも重要な試みである。

人気があるわけではないが，普段図書館に来ない

生徒が興味を示すことが多く，普段の利用者層とは

異なる生徒に届いているようである。

図 4 「科学道100冊」展示の様子

•明治維新 150 周年記念コーナー

2018年が明冶維新から 150年であることを記念

したコーナーである。工夫した点としては，本を単

に分類順に並べるだけでなく，「幕府側」と「新政府

側」とに分けて展示した。立場によって一つの出来

事でも，多様な解釈があることをアピールした。

・文庫（ノンフィクション）コーナー

文庫本は，生徒にとって非常に人気のある存在で

ある。1日カウンターで貸出返却を行っていて，文

庫本以外の本に出合うことの方が珍しいという印象

である。その要因は様々に考えられるが，通学中の

電車の中で読むのに適しているということである。

生徒からも通学中に読んでいるとの声をよく聞く。

広範囲から長時間かけて通学する生徒も多いことか

ら，通学時間が貴重な読書タイムとなっているよう

である。

913.6に分類される文庫本は，当初から別置され

てきた。一方で全く注目されていない文庫本があっ

た。それがノンフィクションの文庫本である。こう

した文庫本は分類されて一般の書架に排架されてき

た。しかし，大きな本の間に挟まれて目立たず，紛

れて行方不明になることも多かった。そこで，ノン

フィクションの文庫本の一か所に集めたのが，文庫

（ノンフィクション）コーナーである。まだ，生徒



の反応は少ないが，以前よりも貸出が増えつつある。

手軽に読める文庫本の人気にあやかり，小説以外の

本にも読書の幅を広げる効果を狙っている。

2.4新聞記事を活用した取り組み

最後に取り上げるのが，新聞記事を活用した図書

館活性化である。図書館では，朝日 ・読売 ・毎日 ・

日経 ・産経の 5紙を購読している。また，朝日けん

さくくん・聞蔵IIビジュアル（朝日），毎索ジュニア

（毎日），ヨミダス forスクール（読売）のデータ

ベースも契約している。同時アクセス数も 50あり，

大学と比較しても遜色のない環境にある。しかしな

がら，紙媒体の新聞を見る生徒はほとんどおらず，

データベースについても時折授業で活用される程度

で低調である。

そこで，少しでも新聞に関心を持ってもらうため

に館内の掲示板に「同志社香里新聞記事コーナー」

を設置した。1日に一度，新聞記事データベースを

検索し，学校関連の記事（部活動での活躍， OB・

OG・教職員の活躍など）があれば，印刷してジャ

ンJレごとに掲示している。原紙はスクラップして保

存する。同時に，エクセルでデータベースを作成し

ており，記事の日時タイトJレ，掲載紙などをリス

トアップしている。日経と産経に関しては，データ

ベースの契約がないため，研修等で大阪府立図書館

に出向いた際にデータベースで検索して，学校に帰

ってから反映させるようにしている。

生徒の反応は中々よく，掲示板の前で自分や先輩

後輩の記事をグループで眺めている光景を目にする

ことも多い。こうした記事を目当てに，新聞に興味

を持ち，図書館に足を運ぶ生徒が増えることを願っ

ている。

3.メディアセンターヘの移行へ向けて

メディアセンターヘの移行を来春に控えて，1月

から蔵書の整理が始まった。また，メディアセンタ

ーを教員に活用してもらうにはどうすればよいのか，

検言寸も始まりつつある。ここでは，蔵書管理と授業

における図書館活用について考察したい。

3.1蔵書の管理徹底と排架方法の見直し

現在の蔵書数は87,453冊 (2018年度末）という

ことになっている。だが，実際に活用できる本の数

は遥かに少ないというのが実「青である。移転に向け
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て書庫の整理を始めたばかりだが，予想以上に古く，

状態も悪い本が多い。これらの本を除籍したとき，

果たして何冊の本が残るのか心もとない。大阪偕行

社剛郊の貴重な蔵書も混在しており，慎重な選別が

必要である。今までは，日常業務に追われて除籍作

業が停滞していた。除籍作業は新規購入と同様に重

要な業務であり，円滑に進めて蔵書の若返りを進め

たい。

開架の排架方法についても検討の余地がある。現

在は，黒の三段ラベルを使用しており， 一段目に分

類記号，二段目に著者の姓をア）レファベットで1文

字， 三段目に巻数や年次をとっている。

返本台を設置していないため，生徒は自力で本を

書架に戻す必要がある。これが，本が行方不明にな

る原因となっている。また，アルファベッ トで1字

しかとっていないため，同じ著者の本であっても，

離れた場所に置かれてしまうことになる。

対策としては，ラベルの色を変えることが有効だ

と考えられる。1類は黒 2類は赤， 3類は緑などに

すれば，本を書架に戻すハードルが下がると思われ

る。また，アルファベ；；ト 1字ではなく 2字を取る

ようにすれば，同一著者の本を固めることもできる

だろう。

図 5 書架に並ぶ本とラベル

3.2授業における図書館活用

2章でも触れたように，授業における図書館利用

はあまり活発ではない。その根源には，教員の学校

図書館や司書教諭に対する誤解があると感じている。

職甑員（司書）としての時期が長かったこともあり，

授業支援を頼むという発想がそもそもない教員が多

いのである。

以前修学旅行前の調べ学習を支援した時のこと

である。生徒は本から得た情報をプリントにまとめ

ていく。その際に，出典を正確に書けない生徒が多
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くいた。そこで，初めての試みとして，司書教諭が

プリントの添削を行った。版と刷の理解が足りず，

出版年を間違う生徒，著者と発行者を混同する生徒

が多かった。添削で多く見つかった誤りをプリント

にまとめ，次の授業の冒頭で， 15分ほど説明をする

時間を頂いた。授業終了後に，担当教員から“プリン

トの添削，助かりました。こんなことまでお願して

すいません’'という発言があった。司書教諭として，

まさにこうした添削や講評こそが主たる業務である。

ところが，担当教員は，「図書館の管理運営が仕事の

人に，授業の手伝いまでしてもらった。」という認識

を持っていたのである。

こうした認識を変えていくためには，地道な PR

が欠かせない。教員に対して，学校図書館の本来の

役割を知ってもらい，図書館のファンになってもら

わなければならない。そうしなければ，図書館はい

つまでも，教育現場の「オマケ」のような存在のま

まであるだろう。あれば嬉しいが，なくてもさほど

困らないといった具合である。学校司書の配置増を

求める国会決議案に日本維新の会が反対したことが

話題となった叱司書の仕事は人工知能 (AI)で代

替可能になるとの判断であるらしい。確かに単に本

の貸し借りであれば，既に自動貸し出U幾で代替可
能である。学校図書館は授業に欠かせない存在であ

り，司書教諭は授業の支援が主たる業務であるとい

う認謡認ガ浸透させていかなければ， こうした現状は

変わらないだろう。

私学は，公立と異なり教職員の転勤がない。その

為，一度教員の認識を変えることができれば，その

効果は安定的に持続する。メディアセンターでは，

授業に活用できるスペースが多く確保される予定で

ある。これ機会に，学校図書館，司書教諭のイメー

ジを一変させるべく，積極的にアピールをしていき

たいと考えている。

おわりに

初めて学校図書館という現場に飛び込んでから，2

年が経過しようとしている。よく地方創生には「よ

そ者，若者，ばか者」が必要だと言われることがあ

る。岐阜で生まれ，明治大学を卒業したばかりの私

は，まさに「若者」「よそ者」であった。図書館で勤

務した経験がな<,実務経験もない「ばか者」でも

あった。 2年近くが経過する中で，少しずつ慣れて

いく自分がいる。常に初めて学校図書館に足を踏み

入れた新鮮な気持ちを忘れず，常に「よそ者」， 「ば

か者」であり続けたい。

今回，シンポジウムで発表の機会を頂き，実践．

事例報告を書く機会も頂戴したことは，改めて自ら

を振り返る良い機会となった。司書課程の先生方，

図書館情報学研究会の皆様に改めて感謝申し上げた

vヽ。
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